
住所および電話番号の掲載内容は、各議員の意向によるものです。住所欄の（＊）は連絡所を表しています。
議員の年賀状は、答礼によるものを除き公職選挙法で禁止されています。 （議席番号順）

（議員名） （住　所） 　　  （電　話）
議　長
野田　泰弘 日の出町 06-6383-6640
副議長
白石　　透 上山田1番12-1101号 090-3381-8729
議　員
益田　洋平 山田西２丁目18番A13-202号 090-5899-9339
梶川　文代 日の出町９番29号 06-6319-3337
五十川有香 五月が丘東９番12メゾン南千里102号（＊） 06-4864-2874
西岡　友和 藤白台 ―
久保　直子 竹見台 080-4235-1407
中西　勇太 円山町６番21-101号（＊） 080-8125-7813
石川　　勝 垂水町１丁目31番22号（＊） 06-6337-7701
後藤　恭平 西の庄町２番28号（＊） 06-6380-8802
有澤　由真 寿町１丁目１番１号寿ビル２階（＊） 06-4860-2300
玉井美樹子 日の出町13番３号（＊） 06-6382-3413
山根　建人 南清和園町７番９号１階（＊） 06-6382-9009
村口久美子 山手町 06-7650-5220
後藤久美子 藤白台 ―
川田　　尚 垂水町 ―

（議員名） （住　所） 　　  （電　話）
江口礼四郎 長野東６番４-205号 06-6319-8172
浜川　　剛 片山町 06-6338-3039
井上真佐美 南金田１丁目11番22-403号 06-6369-7205
竹村　博之 垂水町３丁目24番14-820号 090-1027-8954
塩見みゆき 長野東９番９-403号 06-6876-7058
柿原　真生 佐竹台４丁目１番10-214号 06-6831-5664
清水　亮佑 山田東１丁目16番６号（＊） 090-7104-2815
今西　洋治 江坂町 ―
林　　恭広 佐竹台 050-5469-9118
澤田　直己 末広町２番９号 080-6118-0391
矢野伸一郎 千里山西 06-6380-3689
小北　一美 古江台５丁目２番A2-402号 06-6872-2560
橋本　　潤 垂水町１丁目９番23号 06-6339-0141
乾　　　詮 泉町 ―
高村　将敏 朝日町15番32号 06-6556-6974
井口　直美 泉町５丁目７番16号 06-7161-4035
泉井　智弘 江坂町３丁目28番１号（＊） 080-2476-6545
藤木　栄亮 千里山西１丁目38番14号千里山ユヤマビル２階（＊） 06-6310-5757

明けましておめでとうございます

すいた市議会だより No.333

９月定例会・新年号

　
９
月
13
日
か
ら
10
月
10
日
ま
で
の
会
期
で
９
月
定
例

会
を
開
き
ま
し
た
。
本
定
例
会
で
は
、
中
学
校
給
食
事

業
に
お
け
る
人
件
費
や
光
熱
費
等
の
高
騰
に
伴
う
給
食

調
理
等
委
託
料
の
追
加
等
を
計
上
し
た
一
般
会
計
補
正

予
算
案（
第
５
号
）を
は
じ
め
、
市
税
条
例
や
市
立
老
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例
等
の
改
正
案
な
ど
、
22

件
の
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
提
出
議
案
の
う
ち
、
令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）

度
の
一
般
会
計
お
よ
び
８
特
別
会
計
の
決
算
認
定
は
、

決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
継
続
審
査
と
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
除
く
そ
の
他
の
議
案
は
、

す
べ
て
議
決
等
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
は
手
話
言
語
の
普
及
及
び
障
害
者

の
意
思
疎
通
手
段
の
利
用
を
促
進
す
る
条
例
制
定
案
な

ど
７
件
の
市
会
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。（
委
員
会
で

の
審
査
内
容
の
一
部
は
８
～
11
面
に
、
議
決
結
果
等
は

14
、
15
面
に
掲
載
）
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全
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賛
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決
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代 表 質 問 ・ 質 問 に つ い て

代 表 質 問
今定例会では５会派が代表質問を行いました。

　９月20日、21日、22日、25日の４日間で33人の議員が代表質問、質問（個人質問）を行いました。その
一部を質問順にお伝えします。（表記方法は会派の意向を尊重しています。また、記事の内容は令和５年９
月定例会の代表質問・質問時点のものです。）
　詳細な内容は、会議録をご覧ください。会議録は、市役所の市民総務室（情報公開）、図書館等に備えて
います。

闇
バ
イ
ト
防
止
対
策
を
強
化
せ
よ

問　
本
市
で
は
特
殊
詐
欺
対
策
が
急
務
と

な
る
中
、
高
齢
者
へ
の
対
策
だ
け
で
な
く
、

大
学
生
を
対
象
と
し
た
闇
バ
イ
ト
防
止
講

座
を
実
施
し
て
い
る
。
若
年
層
の
犯
罪
を

防
ぐ
た
め
、
長
期
で
対
策
を
計
画
し
、
中

高
生
に
も
対
象
を
広
げ
て
講
座
を
実
施
す

る
な
ど
、
啓
発
を
強
化
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
大
学
生
に
限
ら
ず
、
広
く
可
能
性
の

あ
る
世
代
に
向
け
た
啓
発
も
必
要
で
あ
る
。

中
高
生
等
へ
の
特
殊
詐
欺
対
策
に
つ
い
て
、

対
策
本
部
内
で
協
議
調
整
を
進
め
て
い
く
。

学
校
に
お
け
る
掃
除
教
育
の
拡
大
を

問　
令
和
４
年
５
月
定
例
会
で
、
豊
津
第

二
小
学
校
と
企
業
と
の
共
同
研
究
と
し
て

実
施
し
て
い
る
モ
ッ
プ
等
を
取
り
入
れ
た

新
た
な
掃
除
教
育
に
つ
い
て
、
他
校
へ
の

拡
大
を
提
案
し
た
。
公
立
小
・
中
学
校
で

も
先
進
的
な
掃
除
教
育
を
進
め
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
こ
れ
ま
で
の
試
行
で
、
一
定
の

成
果
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
報
告
を
受
け

た
。
教
育
委
員
会
に
は
、
時
代
に
即
し
た

掃
除
方
法
の
在
り
方
と
そ
の
一
般
化
の
道

筋
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
る
よ
う
求
め
る
。

保
護
者
の
孤
立
を
防
ぐ
取
り
組
み
を

問　
わ
が
子
の
不
登
校
等
の
対
応
に
悩
み

や
不
安
を
抱
え
、
孤
立
感
を
深
め
て
し
ま

う
保
護
者
が
い
る
。
対
応
の
指
針
や
相
談

先
等
を
示
す
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、

保
護
者
の
孤
立
を
防
ぐ
取
り
組
み
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答　
入
学
時
等
に
配
付
す
る
学
校
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
必
要
な
情
報

を
掲
載
し
、
適
切
な
情
報
発
信
に
努
め
る
。

答
市
長　
入
学
や
転
入
す
る
子
ど
も
の
保

護
者
等
に
対
し
、
相
談
先
等
を
事
前
に
周

知
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

動
物
愛
護
事
業
推
進
の
財
源
確
保
を

問　
令
和
３
年
９
月
定
例
会
で
、
動
物
愛

護
事
業
の
推
進
に
向
け
た
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
に
関
す
る
質
問
を
行
い
、
市
は
検

討
の
余
地
が
あ
る
と
答
弁
し
た
。
ふ
る
さ

と
納
税
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

資
金
を
募
る
こ
と
は
、
他
市
事
例
も
多
く

有
効
だ
と
考
え
る
が
、
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
を
問
う
。

答　
こ
の
間
、
財
源
確
保
の
手
法
を
模
索

し
て
き
た
。
動
物
愛
護
に
関
心
の
高
い
市

民
の
意
向
が
反
映
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
等
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｗ
全
校
配
置
で
支
援
の
充
実
を

問　
現
在
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ 

ー（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）を
、
各
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク

に
１
名
配
置
し
て
い
る
。
専
門
的
知
見
を

有
す
る
Ｓ
Ｓ
Ｗ
に
常
時
相
談
で
き
る
環
境

は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
に
と
っ
て

も
安
心
で
あ
る
。
常
勤
化
と
全
校
配
置
を

進
め
、
不
登
校
対
策
な
ど
子
ど
も
へ
の
支

援
体
制
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　
常
勤
化
等
の
環
境
整
備
は
、
長
期
的

か
つ
安
定
的
な
人
員
体
制
の
構
築
に
効
果

的
で
あ
る
。
子
ど
も
へ
の
支
援
体
制
の
充

実
に
向
け
、
関
係
部
局
と
調
整
を
進
め
る
。

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
廃
止
を
見
直
せ

問　
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
廃
止
に

際
し
、
利
用
者
の
意
見
を
聞
く
べ
き
だ
が
、

市
は
平
成
29
年
度
に
実
施
済
み
と
の
理 

由
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
わ
な
い
。

職
員
が
直
接
対
応
す
る
こ
と
で
、
安
心
し

て
手
続
き
が
で
き
る
と
い
う
声
も
あ
る
中
、

早
急
に
廃
止
す
る
理
由
は
あ
る
の
か
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
急
速
な
普

及
に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付

の
利
用
が
広
く
定
着
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
見
直
し
計
画
に
基
づ
き
廃
止
す
る
。

吹
　
田
　
党有あ

り

澤さ
わ　

由ゆ

真ま

日
本
共
産
党玉た

ま

井い

美み

樹き

子こ

自
　
民
　
党泉い

ず

井い　
智と

も

弘ひ
ろ
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未
来
型
教
育
支
援
教
室
の
在
り
方

問　
新
た
に
設
置
さ
れ
る
未
来
型
教
育
支

援
教
室
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
多
様

な
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
、
人
材
確
保

が
重
要
と
考
え
る
。
市
長
の
所
見
を
問
う
。

答
市
長　
高
レ
ベ
ル
の
人
材
確
保
は
重
要

で
あ
り
、
そ
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

問　
教
室
設
置
後
も
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

取
り
組
み
を
更
新
し
、
子
ど
も
た
ち
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
継
続
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
設
置
後
も
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
把
握
等

に
努
め
る
と
と
も
に
、
他
市
動
向
や
専
門

家
の
意
見
を
踏
ま
え
、
研
究
を
継
続
す
る
。

ア
リ
ー
ナ
建
設
予
定
地
区
の
発
展
を

問　
大
阪
府
が
予
定
す
る
万
博
記
念
公
園

駅
前
の
ア
リ
ー
ナ
建
設
は
、
当
該
地
区
が

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
発
信
拠
点
と

な
る
よ
う
市
と
し
て
も
事
業
予
定
者
に
積

極
的
に
提
案
す
べ
き
で
あ
る
。
全
庁
横
断

的
な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
当
該
地
区
の
発

展
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
で
な
い
か
。

答
市
長　
関
係
部
局
で
連
携
し
な
が
ら
、

当
面
は
、
手
続
き
の
窓
口
と
な
る
都
市
計

画
部
を
中
心
に
発
展
に
向
け
て
取
り
組
み
、

両
副
市
長
と
と
も
に
全
体
の
統
制
を
図
る
。

大
阪
・
関
西
万
博
の
機
運
醸
成
を

問　
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
ま
で
２
年

を
切
っ
た
が
、
さ
ら
に
機
運
醸
成
を
図
る

た
め
、
市
は
市
民
に
見
え
る
取
り
組
み
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
原
動
機

付
自
転
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
、

公
式
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
放
送
、
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
等
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

配
布
物
の
作
成
等
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答　
す
い
た
ん
と
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
が
コ
ラ

ボ
し
た
物
品
の
制
作
等
を
企
画
し
て
お
り
、

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
う
。

教
職
員
の
服
務
規
律
の
徹
底
を
図
れ

問　
本
市
の
学
校
に
勤
め
る
教
員
が
、
未

成
年
へ
の
わ
い
せ
つ
行
為
で
逮
捕
さ
れ
た
。

以
前
か
ら
教
職
員
の
服
務
規
律
を
徹
底
す

る
と
明
言
し
て
い
た
中
で
、
今
回
の
逮
捕

に
至
っ
た
市
の
責
任
は
大
き
い
。
服
務
規

律
の
徹
底
に
向
け
た
今
後
の
対
策
を
問
う
。

答　
教
職
員
全
体
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る

事
態
で
あ
り
、今
後
も
、各
教
職
員
が
自
分

事
と
し
て
認
識
で
き
る
対
策
を
検
討
す
る
。

答
教
育
長　
教
職
員
が
高
い
倫
理
感
で
職

責
を
果
た
す
た
め
、
服
務
規
律
の
徹
底
指

導
と
直
接
訴
え
か
け
る
啓
発
を
検
討
す
る
。

大
阪
維
新
の
会

井い

口ぐ
ち　

直な
お

美み

公
　
明
　
党浜は

ま

川か
わ　

　
剛つ

よ
し

市議会ホームページから会議録の検索、閲覧ができます
パソコン、スマートフォン等で、議会の会議録（本会議録、委員会記録）をご覧になれます。
なお、本会議については、正式な会議録が作成されるまでの間、速報版を掲載しています。
（速報版は、本会議最終日（討論・採決）から、おおむね20日以内にその会期中の会議録を掲
載し、正式な会議録を会議録検索システムに掲載した時点で削除します。）
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紙
の
保
険
証
の
存
続
を
要
望
せ
よ

問　
国
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康

保
険
証
の
一
体
化
を
進
め
る
一
方
、
個
人

情
報
漏
え
い
等
も
あ
り
、
紙
の
保
険
証
廃

止
へ
の
懸
念
が
大
き
い
。
紙
の
保
険
証
に

よ
る
窓
口
で
の
負
担
割
合
の
不
利
益
は
あ 

っ
て
は
な
ら
ず
、
市
長
は
保
険
証
を
廃
止

し
な
い
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
市
長　
国
全
体
に
関
わ
る
制
度
変
更
は

混
乱
を
伴
う
。
円
滑
な
移
行
に
向
け
、
十

分
配
慮
し
て
進
め
る
よ
う
国
に
要
望
す
る
。

江
の
木
公
園
の
ト
イ
レ
整
備
は

問　
江
の
木
公
園
は
、
市
街
地
に
あ
り
利

用
者
が
多
く
、
有
事
に
も
備
え
て
ト
イ
レ

整
備
を
急
ぐ
よ
う
強
く
要
望
し
て
き
た
。

仕
様
に
関
す
る
地
域
要
望
の
反
映
方
法
や

利
用
開
始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
せ
。

答　
ト
イ
レ
の
仕
様
は
、
公
園
便
所
基
本

計
画
を
基
に
地
元
自
治
会
と
調
整
し
、
地

域
の
声
を
反
映
し
決
定
す
る
。
ま
た
、
令

和
６
年
度
の
公
園
再
整
備
工
事
に
合
わ
せ
、

ト
イ
レ
の
設
置
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

バ
イ
ロ
ー
カ
ル
運
動
の
推
進
を

問　
市
内
店
舗
で
の
購
入
や
飲
食
等
を
推

奨
す
る
バ
イ
ロ
ー
カ
ル
運
動
は
、
地
域
経

済
に
好
影
響
を
与
え
、
地
域
社
会
等
へ
の

副
次
的
な
効
果
も
期
待
で
き
る
。
本
市
で

も
全
庁
的
に
取
り
組
み
、
商
工
会
議
所
や

企
業
を
巻
き
込
ん
で
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

答　
同
運
動
は
多
く
の
好
循
環
を
生
み
出

す
。
職
員
や
市
民
等
へ
の
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
府
が
行
う
事
業
の
周
知
を
図
る

な
ど
、
関
係
団
体
へ
の
支
援
等
を
進
め
る
。

高
齢
者
の
移
動
支
援
を
拡
充
せ
よ

問　
本
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
通
院
困
難

者
に
、
タ
ク
シ
ー
代
の
一
部
を
助
成
し
て

い
る
が
、
対
象
者
が
限
定
的
で
あ
る
。
物

価
高
騰
等
の
影
響
で
、
年
金
生
活
者
の
タ

ク
シ
ー
利
用
は
家
計
へ
の
負
担
も
大
き
く
、

対
象
基
準
の
見
直
し
等
が
必
要
で
な
い
か
。

答　
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
助
成
額
の

拡
充
を
希
望
す
る
声
が
あ
る
。
現
在
の
利

用
率
は
40
％
前
後
で
、
ま
ず
は
利
用
率
向

上
を
図
れ
る
よ
う
助
成
内
容
を
検
討
す
る
。

教
育
委
員
会
内
に
情
報
専
門
組
織
を

問　
他
自
治
体
で
、
教
員
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
の
基
礎
知
識
不
足
に
よ
る
情
報

漏
え
い
事
案
が
あ
っ
た
。セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
強
化
に
加
え
、
情
報
シ
ス
テ
ム
を
総
合

的
に
管
理
で
き
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
内

に
専
門
組
織
を
編
成
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
現
在
は
市
長
部
局
と
連
携
し
、
適
切

に
対
処
し
て
い
る
。
新
た
な
組
織
の
構
築

は
、
同
規
模
の
シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
他
市

の
動
向
を
注
視
し
、
情
報
収
集
に
努
め
る
。

地
域
住
民
に
配
慮
し
た
駅
前
開
発
を

問　
北
千
里
駅
前
再
開
発
の
高
層
建
築
物

の
建
設
案
に
は
、
批
判
的
な
意
見
が
多
く

あ
っ
た
。
工
期
中
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
マ 

ー
ケ
ッ
ト
等
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
確
保
な

ど
、
地
域
住
民
に
配
慮
し
た
具
体
的
な
計

画
を
示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
今
後
、
北
千
里
駅
前
地
区
市
街
地
再

開
発
準
備
組
合
が
、
計
画
等
を
検
討
す
る
。

工
期
中
の
生
活
機
能
が
一
定
維
持
で
き
る

よ
う
、
同
組
合
に
配
慮
を
求
め
て
い
く
。

質 問（ 個 人 質 問 ）
今定例会では28人の議員が質問（個人質問）
を行いました。

市
主
導
で
市
民
病
院
跡
地
の
活
用
を

問　
旧
市
民
病
院
跡
地
が
、
５
年
間
も
売

却
さ
れ
な
い
ま
ま
先
行
き
不
透
明
な
状
況

は
看
過
で
き
な
い
。
市
の
購
入
に
よ
る
福

祉
・
教
育
施
設
の
充
実
や
市
民
の
声
を
踏

ま
え
た
検
討
な
ど
、
市
長
が
率
先
し
て
土

地
の
有
効
活
用
を
進
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
市
長　
市
が
購
入
す
る
予
定
は
な
い
も

の
の
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
再
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、

引
き
続
き
、
市
民
病
院
と
協
議
を
行
う
。

公
　
明
　
党矢や

野の

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う

大
阪
維
新
の
会

後ご

藤と
う

久く

美み

子こ

吹
　
田
　
党石い

し

川か
わ　

　
勝ま

さ
る

日
本
共
産
党塩し

お

見み

み
ゆ
き

自
　
民
　
党澤さ

わ

田だ　
直な

お

己き

日
本
共
産
党村む

ら

口ぐ
ち

久く

美み

子こ

大
阪
維
新
の
会

高た
か

村む
ら　

将ま
さ

敏と
し
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子
ど
も
の
声
に
寄
り
添
う
対
応
を

問　
令
和
６
年
度
に
二
つ
の
教
育
支
援
教

室
を
統
合
し
新
た
な
教
室
が
開
設
さ
れ
る
。

同
教
室
の
受
け
入
れ
体
制
等
に
つ
い
て
、

公
的
な
居
場
所
の
整
備
で
あ
る
た
め
、
子

ど
も
の
声
を
十
分
に
聴
い
た
対
応
を
求
め

る
が
、
そ
の
場
を
設
け
る
予
定
は
あ
る
か
。

答　
今
後
、
在
室
中
の
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
や
、
全
市
立
小
中
学
校
の
保
護
者
等

に
説
明
会
を
実
施
す
る
。
引
き
続
き
、
児

童
・
生
徒
や
保
護
者
の
声
を
聴
い
て
い
く
。

不
登
校
の
当
事
者
へ
の
理
解
を

問　
教
育
支
援
施
設
は
、
学
校
復
帰
を
目

標
に
掲
げ
る
。
学
校
に
行
か
な
い
だ
け
で

辛
い
思
い
を
抱
え
た
ま
ま
、
周
囲
に
合
わ

せ
る
過
剰
適
応
の
子
供
が
い
る
こ
と
は
、

深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
不
登
校
支
援
は
、
児
童
・
生
徒
自
身

が
目
標
を
選
択
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
説

明
す
る
。
新
た
に
開
設
す
る
教
育
支
援
教

室
で
は
、当
事
者
に
寄
り
添
い
、社
会
的
自

立
等
を
目
標
と
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

問　
令
和
５
年
秋
開
始
の
接
種
で
、
国
は

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
の
み
接
種
勧
奨

対
象
と
し
た
。
対
象
で
な
い
生
後
６
か
月

以
上
の
子
供
を
含
む
若
者
に
ま
で
、
市
独

自
で
接
種
券
を
発
送
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　
広
く
接
種
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、

必
要
と
判
断
し
た
。
今
後
も
接
種
の
判
断

材
料
と
な
る
情
報
の
発
信
に
努
め
て
い
く
。

答
市
長　
全
市
民
へ
の
接
種
勧
奨
で
な
く
、

対
象
を
限
定
し
、
配
慮
を
行
い
送
付
し
た
。

端
末
利
用
の
学
校
間
格
差
の
改
善
を

問　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
一
人
１

台
配
備
さ
れ
た
学
習
用
端
末
は
、
個
別
最

適
な
学
び
の
実
現
や
い
じ
め
防
止
に
活
用

で
き
る
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
学
校
間

で
利
用
格
差
が
生
じ
て
お
り
、
教
員
の
研

修
な
ど
改
善
策
を
講
じ
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　
効
果
的
な
活
用
法
に
向
け
た
研
修
等

の
機
会
を
設
け
、
教
職
員
の
指
導
力
を
高

め
る
こ
と
に
よ
り
、
活
用
機
会
の
増
加
と

と
も
に
、
そ
の
質
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

大
学
と
連
携
し
た
特
殊
詐
欺
対
策
を

問　
本
市
の
特
殊
詐
欺
対
策
で
は
、
学
生

へ
の
闇
バ
イ
ト
対
策
も
必
要
で
あ
る
。
犯

罪
に
手
を
染
め
ず
、
地
域
で
犯
罪
を
防
ぐ

存
在
と
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
授
業
の

一
環
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
な

ど
、
大
学
側
に
協
力
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

答
市
長　
提
案
内
容
は
、
学
生
が
多
い
本

市
特
有
の
ア
イ
デ
ア
で
、
家
族
や
近
隣
の

高
齢
者
等
へ
の
周
知
効
果
も
期
待
で
き
る
。

市
内
５
大
学
に
機
会
を
見
て
提
案
す
る
。

未
来
型
教
育
支
援
教
室
に
つ
い
て

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
仮
想
空
間
を
活
用

し
た
不
登
校
の
子
ど
も
の
支
援
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
メ
タ
バ
ー
ス
登
校
や
仮
想
空

間
で
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
の

実
施
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
所
見
を
問
う
。

答
教
育
長　
メ
タ
バ
ー
ス
を
活
用
し
た
不

登
校
の
子
ど
も
の
支
援
は
必
要
で
あ
り
、

次
年
度
開
設
の
教
育
支
援
教
室
で
の
導
入

を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
成
果
と
課
題
を

整
理
し
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
る
。

二
十
歳
を
祝
う
式
典
に
親
族
席
を

問　
こ
こ
数
年
、
式
典
の
参
加
者
は
右
肩

上
が
り
で
あ
る
。
会
場
を
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

ス
タ
ジ
ア
ム
に
変
更
し
、
有
名
人
を
呼
ん

だ
効
果
だ
と
考
え
る
。
今
年
度
も
ジ
ャ
ル

ジ
ャ
ル
氏
の
出
演
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
親
族
席
を
用
意
し
て
は
ど
う
か
。

答　
昨
年
度
と
同
様
、
同
氏
の
出
演
を
前

向
き
に
検
討
す
る
。
親
族
等
の
席
は
、
警

備
等
の
問
題
も
含
め
、
ガ
ン
バ
大
阪
や
実

行
委
員
会
の
意
見
も
参
考
に
検
討
す
る
。

市議会だよりを気軽にスマホで！
　各自治体の広報紙をスマートフォンやタブレッ
トなどで閲覧できる無料アプリ「マチイロ」で、第
312号（令和２年２月定例会号）以降の市議会だよ
りを配信していますので、ぜひご覧ください。

アプリのダウンロード▶ iOS用 Android用

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

五い

十そ

川が
わ

有ゆ

香か

大
阪
維
新
の
会

江え

口ぐ
ち

礼れ
い

四し

郎ろ
う

大
阪
維
新
の
会

乾い
ぬ
い　

　
　

詮さ
と
し

参
　
政
　
党久く

保ぼ　

直な
お

子こ

参
　
政
　
党中な

か

西に
し　

勇ゆ
う

太た

公
　
明
　
党井い

の

上う
え

真ま

佐さ

美み

自
　
民
　
党藤ふ

じ

木き　
栄え

い

亮す
け
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吹
田
市
開
発
ビ
ル
㈱
の
経
営
改
善
を

問　
本
市
が
同
社
の
最
大
株
主
で
あ
る
が
、

直
近
の
株
主
総
会
で
、
市
民
の
財
産
で
も

あ
る
同
社
の
利
益
を
最
大
化
さ
せ
る
議
論

な
ど
が
さ
れ
な
か
っ
た
。
各
銀
行
か
ら
の

借
入
金
を
期
限
内
に
返
済
で
き
る
利
益
の

確
保
な
ど
に
向
け
、
経
営
改
善
に
着
手
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　
積
極
的
に
経
営
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
の
確
認
は
必
要
で
あ
り
、
今
後
の

経
営
状
況
を
し
っ
か
り
と
見
定
め
て
い
く
。

山
五
小
の
統
廃
合
は
白
紙
に
戻
せ

問　
山
五
小
の
山
三
小
へ
の
統
合
に
係
る

保
護
者
説
明
会
が
開
か
れ
た
が
、
統
合
ま

で
の
期
間
が
短
い
な
ど
、
多
く
の
懸
念
が

示
さ
れ
た
。
保
護
者
の
声
を
よ
く
聞
き
丁

寧
に
説
明
す
る
た
め
、
統
廃
合
の
ス
ケ
ジ 

ュ
ー
ル
は
一
旦
白
紙
に
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
教
育
長　
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
早
期

実
現
の
た
め
、
白
紙
に
戻
す
考
え
は
な
い
。

答
市
長　
学
校
の
統
廃
合
は
地
域
と
摩
擦

が
生
じ
得
る
が
、
誠
実
に
対
応
し
て
い
く
。

千
里
山
西
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
存
続
を

問　
市
が
廃
止
を
決
め
た
千
里
山
西
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
休
日
の
急
な
対

応
を
含
め
、受
け
入
れ
の
幅
が
広
く
、非
常

に
安
心
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

存
続
を
望
む
利
用
者
が
多
い
。
廃
止
し
た

場
合
、
利
用
者
の
受
け
入
れ
先
の
確
保
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
十
分
対
応
で
き
る
の
か
。

答　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
受
け
入
れ
先
の

調
整
が
困
難
な
場
合
、
市
が
事
業
所
に
働

き
か
け
る
な
ど
、
丁
寧
に
支
援
し
て
い
く
。

学
校
課
題
に
積
極
的
な
行
政
支
援
を

問　
本
市
で
は
、
待
機
児
童
の
解
消
な
ど

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
学
校

現
場
は
教
員
不
足
な
ど
課
題
が
多
く
、
教

育
委
員
会
も
同
支
援
の
一
環
と
し
て
、
積

極
的
に
課
題
解
決
を
図
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
副
市
長　
課
題
解
決
の
提
案
が
あ
れ
ば
、

予
算
措
置
等
で
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

答
市
長　
行
政
と
教
育
委
員
会
が
目
指
す

枠
組
み
を
定
め
、
必
要
な
資
源
を
投
入
し
、

教
育
の
個
別
最
適
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

部
活
動
に
子
ど
も
の
意
見
の
反
映
を

問　
国
が
進
め
る
部
活
動
の
地
域
移
行
に

あ
た
り
、
わ
が
党
は
中
学
生
や
保
護
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
当
該
指
導
者
に

対
し
、
生
徒
の
状
況
の
理
解
や
強
圧
的
な

指
導
の
根
絶
を
望
む
声
が
あ
り
、
本
市
も

子
ど
も
の
意
見
を
聴
取
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　
指
導
者
に
は
、
生
徒
の
心
身
の
健
康

管
理
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
を
徹
底
し
て

い
る
。
今
後
の
外
部
委
託
で
は
、
生
徒
か

ら
の
相
談
に
学
校
等
が
関
与
し
対
応
す
る
。

未
就
学
児
の
療
育
支
援
の
充
実
を

問　
療
育
支
援
を
要
す
る
未
就
学
児
が
全

国
的
に
増
加
し
て
い
る
が
、
保
育
施
設
等

か
ら
、
巡
回
相
談
な
ど
が
不
足
し
て
い
る

と
の
意
見
が
あ
る
。
今
後
の
支
援
体
制
を

ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答　
巡
回
相
談
に
つ
い
て
、
回
数
の
増
加

を
図
っ
て
い
る
が
、
十
分
で
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
回
数
増
加
と
併

せ
、
私
立
園
等
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

巡
回
相
談
の
内
容
の
充
実
を
図
り
た
い
。

江
坂
駅
周
辺
の
一
層
の
魅
力
向
上
を

問　
新
大
阪
駅
周
辺
が
、
国
の
都
市
再
生

緊
急
整
備
地
域
に
指
定
さ
れ
整
備
が
進
む

一
方
、
江
坂
駅
周
辺
の
魅
力
低
減
が
危
惧

さ
れ
る
。
同
地
域
と
の
連
動
や
機
運
に
乗

じ
て
駅
周
辺
の
再
整
備
が
必
要
で
な
い
か
。

答　
江
坂
駅
周
辺
で
は
、
公
共
施
設
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
等
で
の
魅
力
向
上
を
進
め
て

い
る
。
今
後
も
都
心
部
の
都
市
機
能
と
の

連
続
性
を
意
識
し
つ
つ
、
周
辺
地
域
の
将

来
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
動
向
を
注
視
す
る
。

新
た
な
資
源
ご
み
の
分
別
回
収
を

問　
科
学
技
術
の
進
歩
か
ら
、
使
い
捨
て

カ
イ
ロ
の
中
身
が
水
質
改
善
に
役
立
つ
な

ど
、
新
た
に
有
効
利
用
で
き
る
ご
み
が
あ

る
。そ
の
分
別
に
関
し
、検
討
の
余
地
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
本
市
の
方
向
性
を
問
う
。

答　
持
続
可
能
な
仕
組
み
の
構
築
や
、
実

施
に
よ
る
市
民
意
識
へ
の
影
響
等
か
ら
も
、

積
極
的
に
推
進
す
べ
き
と
認
識
し
て
お
り
、

現
在
、
使
用
済
み
ス
テ
ン
レ
ス
製
ボ
ト
ル

の
拠
点
回
収
を
検
討
し
て
い
る
。

大
阪
維
新
の
会

川か
わ

田た　
　

尚ひ
さ
し

大
阪
維
新
の
会

今い
ま

西に
し　

洋よ
う

治じ

日
本
共
産
党益ま

す

田だ　
洋よ

う

平へ
い

日
本
共
産
党竹た

け

村む
ら　

博ひ
ろ

之ゆ
き

大
阪
維
新
の
会

橋は
し

本も
と　

　
潤じ

ゅ
ん

吹
　
田
　
党後ご

藤と
う　

恭き
ょ
う

平へ
い

日
本
共
産
党山や

ま

根ね　
建た

け

人と

大
阪
維
新
の
会

清し

水み
ず　

亮り
ょ
う

佑す
け
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生
成
Ａ
Ｉ
を
積
極
的
に
活
用
せ
よ

問　
生
成
Ａ
Ｉ
を
自
治
体
業
務
に
活
用
し
、

職
員
が
よ
り
重
要
な
業
務
に
専
念
で
き
る

環
境
が
整
え
ば
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や

働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る
。
現
時
点
で
は

情
報
漏
え
い
な
ど
の
課
題
も
多
い
が
、
本

市
も
可
能
な
業
務
か
ら
同
Ａ
Ｉ
を
活
用
す

べ
き
と
思
う
が
、
副
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
副
市
長　
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
の
可
能
性
は
、

常
に
注
視
す
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
、
課

題
を
整
理
し
、
積
極
的
に
検
討
を
進
め
る
。

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
の
対
応
の
徹
底
を

問　
風
水
害
は
、タ
イ
ム
ラ
イ
ン（
防
災
行

動
計
画
）に
よ
っ
て
被
害
を
最
小
限
に
で

き
る
た
め
、
重
要
な
計
画
だ
と
考
え
る
。

本
市
の
風
水
害
対
応
に
お
い
て
、
同
計
画

に
基
づ
く
対
応
は
徹
底
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
令
和
２
年
度
よ
り
同
計
画
で
の
対
応

を
開
始
し
、
全
庁
で
共
有
し
て
い
る
。
今

後
、
各
部
局
が
作
成
す
る
同
計
画
を
職
員

全
員
が
共
有
し
、
意
識
し
て
災
害
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

物
価
高
騰
に
対
す
る
消
費
者
支
援
を

問　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
他
市
で
は

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
よ

る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
本
市
も
同
事
業

の
３
回
目
の
実
施
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
市
長　
同
事
業
に
よ
る
効
果
は
一
定
認

め
ら
れ
る
が
、
物
価
高
騰
は
国
政
の
問
題

で
あ
る
。
引
き
続
き
、
国
や
府
、
地
域
経

済
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
本
市
と

し
て
実
施
す
べ
き
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

桃
山
公
園
管
理
者
と
の
役
割
分
担
は

問　
桃
山
公
園
は
、
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
て
お
り
、
協
定
書
に
お
け
る
災
害

時
の
分
担
は
、
管
理
者
が
応
急
対
応
を
、

市
が
本
復
旧
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

８
月
の
台
風
で
折
れ
た
枝
が
公
園
に
集
積

さ
れ
た
ま
ま
だ
が
、
協
定
書
に
基
づ
く
応

急
対
応
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
今
回
の
台
風
に
よ
る
枝
の
処
分
に
つ

い
て
、
詳
細
な
分
担
は
定
め
て
い
な
い
が
、

管
理
者
に
よ
る
処
分
を
早
急
に
進
め
る
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
本
気
の
姿
勢
を

問　
健
都
に
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ 

ー
と
連
携
し
た
給
食
施
設
の
整
備
計
画
が

あ
る
が
、
こ
の
連
携
が
整
備
の
妨
げ
と
な 

っ
て
い
る
と
聞
く
。
中
学
校
給
食
の
全
員

喫
食
の
実
現
に
向
け
、
連
携
を
一
旦
外
し

て
で
も
整
備
で
き
る
よ
う
市
長
が
率
先
し

て
同
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
市
長　
同
セ
ン
タ
ー
と
連
携
せ
ず
に
実

施
す
る
整
備
計
画
は
、
健
都
の
理
念
に
沿

わ
ず
、
本
市
か
ら
依
頼
す
る
こ
と
は
な
い
。

介
護
現
場
に
寄
り
添
っ
た
施
策
を

問　
必
要
な
介
護
を
受
け
ら
れ
な
い
介
護

難
民
が
本
市
に
も
多
く
存
在
す
る
。
現
場

の
実
態
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
介
護
を

理
由
に
仕
事
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
い
介
護

離
職
の
防
止
に
も
努
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

答　
介
護
難
民
は
、
各
施
設
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
聞
き
取
り
等
に
よ
り
、

実
態
把
握
に
努
め
て
い
る
。
介
護
離
職
防

止
は
、
関
係
部
局
と
連
携
し
、
事
業
者
へ

の
啓
発
や
相
談
窓
口
の
周
知
に
取
り
組
む
。

本会議等のインターネット放映を実施しています
　より多くの市民へ開かれた議会を目指すため、本会議や予算常任委
員会（全体会）のインターネット放映を実施しています。インターネッ
ト放映は、パソコンのほか、スマートフォン等の携帯端末からでも視
聴できます。
　市議会ホームページの「議会中継（インターネット）」からアクセスし
て、ぜひご覧ください。 議会中継

公
　
明
　
党小こ

北き
た　

一か
ず

美み

大
阪
維
新
の
会

林は
や
し　

　

恭や
す

広ひ
ろ

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

梶か
じ

川か
わ　

文ふ
み

代よ

公
　
明
　
党坂さ

か

口ぐ
ち　

妙た
え

子こ

立
憲
民
主
党西に

し

岡お
か　

友と
も

和か
ず

日
本
共
産
党柿か

き

原は
ら　

真ま

生き
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※�分科会や委員会の質疑内容等は、委員会記録をご覧ください。また、本会議での賛否の状況は、14、15面の議決結果をご覧ください。
なお、文教市民、建設環境の常任委員会には付託案件はありませんでした。

常任委員会の審査から

予
算
常
任
委
員
会

【
審
査
案
件
】

予
算
関
係
の
議
案

　
予
算
常
任
委
員
会
に
は
予
算
案
１
件

が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
案
件
お
よ
び
主
な
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第91号　一般会計補正予算(第５号)
　�北部消防庁舎等複合施設建設事業(土木庁舎、消防庁舎、教育セン
ター)について、インフレスライド条項に基づく請負代金額の変更に
伴う建設工事費の追加など、２億7,118万円の増額補正のほか、債務
負担行為(複数年度にわたり支出を予定する事業)補正として、中学校
部活動運営業務などを追加

付 託 案 件

賛成多数で
承  認議案第91号　一般会計補正予算（第５号）

〈主な内容〉

○都市魅力創造事業� 400万円
　�大阪・関西万博を契機としたスイスとの学術お
よび文化交流に係るイベント等実施費用

○戸籍住民登録事業� 846万円
　�市民課窓口業務の最適化に向けた業務分析等に
係る検討支援業務委託料

○市民サービスコーナー管理事業�
� 225万円
　�コンビニエンスストア等の証明書発行件数増加
に伴う市民サービスコーナー廃止による備品等
撤去業務委託料

江坂市民サービスコーナー

万博関連イベントでスイスとの交流を
PRする出店ブース

8

す い た 市 議 会 だ よ り

令和6年 1月１日発行 令和 6年 1月１日発行

意
見
書
等

決

算

議
決
結
果

定
例
会
の
概
要

代
表
質
問

常
任
委
員
会

議
員
提
出
議
案

質

問

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会



〈反対意見の概要〉

○教育活動支援事業� 2万円
　�中学校部活動運営業務委託事業者選定に係る学
識経験者への謝礼金

○中学校給食事業� １億77万円
　�人件費や光熱費等の高騰に伴う給食調理等委託
料の追加、喫食率の上昇に伴うランチボックス
の追加購入費用

○�市民サービスコーナーの廃止について、マイナンバーカードを持っていない人や、端末の取り扱いが不慣
れな方のことを切り捨てる冷たい姿勢は問題である。廃止についてのパブリックコメントも実施されてお
らず、市民の意見を聞き、再検討することを強く求める。

　�中学校の部活動指導員の外部委託について、教育委員会が適切に関与し、指導者に対する研修体制の構築
など責任をもって対応すること、クラブ活動に関する子どもの意見表明権を大切にすることを求める。

○�市民サービスコーナーの廃止は市民にとって寝耳に水であり、廃止の根拠や移行時期の代替案等を明確に
示す必要がある。再度の検証等を強く求め、一部事業継続という判断も検討の余地に入れるべきである。

　�戸籍住民登録事業における窓口業務の最適化について、コンサルタント委託する明確な理由はなく、市長
と担当課の苦情に対する認識の違いも見られる。市民に一番近い市民課窓口の業務改善は、現場を知る市
職員が対応したうえで、委託の必要性があるかどうかの検討を求める。

○北部消防庁舎等複合施設建設事業
　土木庁舎� 2,740万円
　消防庁舎� 7,915万円
　教育センター� 4,566万円
　�インフレスライド条項に基づく請負代金額の変
更に伴う建設工事費の追加

中学校給食で使用されているランチボックス

建設中の北部消防庁舎等複合施設
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議案第83号　市税条例の一部改正 賛成少数で
不承認

〈主な質疑項目〉
○固定資産税の減額期間および減額件数の見込み

○�減額件数の見込みが僅かであるにもかかわらず、減額割合を上限
の２分の１に設定する理由

○�市が提案している２分の１の減額割合ではなく、国の参酌基準の
３分の１の減額割合に変更する検討

○減額割合を議決前に市民に周知することの妥当性

○�適切なマンション管理を促進するため、本市独自で施策を講じる
必要性

○�特定小型原動機付自転車の標識の取り付け義務に関する市民への
周知および登録時に道路交通法の遵守を注意喚起する必要性

財
政
総
務
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

防
犯
・
防
災
、
消
防
、
行
財
政
な
ど

　
財
政
総
務
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

１
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・
結
果

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第83号　市税条例の一部改正
　�地方税法の一部改正に伴い、大規模修繕工事を行ったマンションに対
する固定資産税の軽減措置等を定めようとするものです。

付 託 案 件

〈反対意見の概要〉

○�森林環境税は国やＣＯ₂排出企業が負担すべきで、市民に負担を
求めるものではない。また、同税は森林環境譲与税として市に配
分されるが、活用されず基金に積み立てられる可能性がある。市
として、市民の負担となる同税による森林整備等の実施ではなく、
国の一般会計における林業予算の拡充と本来需要のある自治体へ
の地方交付税の拡充によって行われるよう、国への要望を求める。

○�大規模な修繕等が行われたマンションに係る固定資産税額の減額
措置については、対象となるマンションの要件が大変厳しいもの
であり、必要な修繕積立金の確保や長寿命化工事の実施に向けた
管理組合の合意形成を後押しすることは困難である。マンション
の居住割合が全国３位の本市として、適正なマンション管理を推
進するための施策を国に求めるとともに、本市独自の施策を講じ
るよう強く要望する。
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〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

○市立デイサービスセンターが担う役割

○�24時間365日の受け入れなど、民間では提供が
困難なサービスを市で補う必要性

○本施設を存続させる場合に生じる問題

○�本施設の廃止に伴う利用者の不安を払拭するた
めの市の取り組み

○�本施設の廃止により影響を受ける関係者に対し
て、市が実施すべき支援の内容

○�他の市立デイサービスセンターの存続に関する
今後の方向性

○�築50年以上経過し、建物の更新が必要である。
平成30年の大阪府北部地震のように、建物の老
朽化による事故が起きてからでは取り返しがつ
かないため、本案には賛成する。

議案第84号　老人デイサービスセンター条例の一部改正

議案第85号　保健所事務手数料条例の一部改正 全員賛成で
承  認

○法改正に至るまでの経過

○生活衛生関係営業等の事業譲渡による営業者の地位承継後に市が行う業務状況の調査方法

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

福
祉
、
医
療
、
子
育
て
な
ど

　
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

２
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・
結
果

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

付 託 案 件

賛成多数で
承  認

議案第84号　老人デイサービスセンター条例の一部改正
　千里山西デイサービスセンターを廃止するものです。

議案第85号　保健所事務手数料条例の一部改正
　�旅館業法等の一部改正に伴い、営業の譲渡に係る事務手数料を変更す
るものです。

〈反対意見の概要〉
○�本施設は利用者からの評価も高く、存続を望む
声がほとんどである。施設の老朽化に伴う修繕
料について、多額の財政負担が見込まれること
などは理解できるが、施設の移行による利用者
や家族への影響が懸念されるため、本案には反
対する。

○�利用者数も多く、介護度が高い人なども受け入
れてきた、本市にとって唯一無二の大きな存在
であるデイサービスセンターにもかかわらず、
廃止後の新しい利用先など今後の確約もできて
いない状況であるため、本案には反対する。

〈賛成意見の概要〉

廃止予定の千里山西デイサービスセンター
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　令和４年（2022年）度の一般会計、特別会計および事業会計の決算に関する事項について、分科会
ごとに審査を行い、その内容を踏まえ、委員会として以下の提言（意見や考え）を取りまとめ、11月６
日に市長に提出しました。
　なお、詳細な内容については、市議会ホームページまたはすいた市議会だより決算号（２月１日発行
予定）をご覧ください。

　平成27年（2015年）９月定例会で「市を挙げてガンバ大阪の更なるホームタウン活動を推進する決
議」を全員賛成で可決してから８年を迎えました。今後もガンバ大阪を応援し、ホームタウン活動のさ
らなる推進を願い、ガンバ大阪のユニフォームを着用して９月定例会初日の本会議を開催しました。

決算常任委員会から市に対する提言

ガンバ大阪のユニフォームを着用して本会議を開催しました

1 自治会への加入促進等について
2 �すいたフェスタ、シティープロモーション推進の 

イベントの補助について
文教市民分科会

3 保育・介護等の人材確保について健康福祉分科会

4 都市公園および遊園の適切な維持管理について建設環境分科会

９月定例会本会議初日の議場の様子
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　市議会では、市内の障がい者団体などの要請を
受け、本定例会において、全会派が提案者となり、
９月22日の本会議で本条例制定案を提案しました。
　本条例制定案は、本定例会最終日の10月10日の
本会議で討論・採決を行い、全員賛成で条例制定
案を可決しました。
　これまで本市議会として、議会運営や議員に関す
る条例の制定などについては、数多く提案してきま
したが、今回は市民生活に関わる政策的な条例を可
決し制定したため、全国の地方議会でも珍しい事例
となりました。

　市内の特殊詐欺の被害状況は、昨年、大阪府警
察本部の警察署管内で本市が被害件数、被害総額
ともに最多となり、今年は昨年をさらに上回る被
害が想定されます。本市における特殊詐欺被害の
状況を深く受け止め、特殊詐欺被害の撲滅に向け
た取り組みをより一層推進することを求め、全会
派で共同提案した決議を本定例会最終日の10月
10日の本会議において、全員賛成で可決しました。

＜条例の内容＞
　本条例制定案は、手話への理解を促進し普及させるための施策のほか、障がい者が情報を取得しやす
く、多様なコミュニケーション手段を利用しやすい環境を整備するための施策などを、市が方針を作成し
たうえで推進するよう定めたものである。

＜決議の内容＞
　本年８月に本市と吹田警察署が「特殊詐欺集中対策本部」を設置し、市内金融機関等と連携し、緊急か
つ集中的に特殊詐欺防止の取り組みを実施している。現在実施中の市等による特殊詐欺防止の取り組み
への全面的な支援を表明するとともに、市に対し、「本取組の着実な実施による即時的な効果」とそれに伴
う「特殊詐欺犯罪を起こせないまちの形成」を求め、その成果を吹田市内外にも発信し、「吹田モデル」とし
て大阪府内の自治体などにも波及させることを要望する。

全会派で提案した政策条例案を全員賛成で可決全会派で提案した政策条例案を全員賛成で可決
「手話言語の普及及び障害者の意思疎通手段の利用を促進する条例」「手話言語の普及及び障害者の意思疎通手段の利用を促進する条例」

特殊詐欺の撲滅に向け「即効性の高い取組の実施」と特殊詐欺の撲滅に向け「即効性の高い取組の実施」と
「特殊詐欺を起こせないまちの形成」を求める決議「特殊詐欺を起こせないまちの形成」を求める決議

本会議での提案説明の様子

本会議で決議文を全文朗読する様子

提出した
条例案

提出した
決議案
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議決結果 ＜全員賛成の議案および報告案件＞

※案件名の後ろに記載している文字は、その案件が付託された委員会を表しています。記載のない場合は、委員会に付託されていません。
　財…財政総務常任委員会、福…健康福祉常任委員会、予…予算常任委員会、決…決算常任委員会
＊１　市議会議案第19号については、 提案議員から同議案を撤回したい旨の申し出があり、本会議で全員賛成で承認しました。

議案番号 案件名 議決結果
継続審査案件（令和５年７月定例会提案分）
議案第78号 令和４年度吹田市水道事業会計剰余金の処分について 決 原案可決
議案第79号 令和４年度吹田市下水道事業会計剰余金の処分について 決 原案可決
認定第１号 令和４年度吹田市水道事業会計決算認定について 決 認定
認定第２号 令和４年度吹田市下水道事業会計決算認定について 決 認定
報　　告
報告第29号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告
報告第30号 地方独立行政法人市立吹田市民病院令和４年度の業務実績に関する評価結果の報告について 報告

報告第31号 令和４年度吹田市決算に係る地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率等に関する
報告について 報告

条　　例
議案第82号 吹田市災害派遣手当等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第85号 吹田市保健所事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決
議案第86号 吹田市旅館業法施行条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第87号 吹田市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
決　　算
認定第３号 令和４年度吹田市一般会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第４号 令和４年度吹田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第５号 令和４年度吹田市部落有財産特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第６号 令和４年度吹田市勤労者福祉共済特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第７号 令和４年度吹田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第８号 令和４年度吹田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第９号 令和４年度吹田市公共用地先行取得特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第10号 令和４年度吹田市病院事業債管理特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
認定第11号 令和４年度吹田市母子父子寡婦福祉資金貸付特別会計歳入歳出決算認定について 決（継続審査）
その他の議案
議案第88号 阪急千里山駅前東自転車駐車場自動管理システム等購入契約の締結について 可決
議案第89号 円山町１号橋拡幅改良工事請負契約の一部変更について 可決

議案第90号 吹田市立江坂大池小学校校舎及び吹田市立江坂大池留守家庭児童育成室増築工事（建築工事）請負契約の一部
変更について 可決

議員提出議案等
市会議案第18号 吹田市手話言語の普及及び障害者の意思疎通手段の利用を促進する条例の制定について 原案可決
市会議案第19号 吹田市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について ＊１ 撤回承認
市会議案第20号 人権擁護委員の推薦に関する意見について 原案可決
市会議案第21号 ブラッドパッチ療法に対する適正な診療上の評価等を求める意見書 原案可決
市会議案第23号 特殊詐欺の撲滅に向け「即効性の高い取組の実施」と「特殊詐欺を起こせないまちの形成」を求める決議 原案可決
健康福祉常任委員会副委員長の選任について 選任

＜全員賛成以外の議案＞
条　　例
議案第83号 吹田市市税条例の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決
議案第84号 吹田市立老人デイサービスセンター条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決
予　　算
議案第91号 令和５年度吹田市一般会計補正予算（第５号） 予 原案可決
議員提出議案

市会議案第22号 核兵器禁止条約の実効性を高めるための主導的役割を果たすことを求める意見書 否決
市会議案第24号「議案第83号　吹田市市税条例の一部を改正する条例の制定について」に対する附帯決議 原案可決

令和 6年 1月１日発行令和 6年 1月１日発行 14
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賛否一覧表 全員賛成以外の議案について掲載しています。

　
市
議
会
議
員
の
石
田
就
平
氏

（
59
歳
）が
令
和
５
年
10
月
31
日

に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
故
石
田
議
員
は
令
和
元
年
に

初
当
選
さ
れ
、
そ
の
間
、
財
政

総
務
常
任
委
員
会
副
委
員
長
、

建
設
環
境
常
任
委
員
会
副
委
員

長
、
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
副

委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
本

市
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
で
は
同
議
員
の
逝
去

を
悼
み
、令
和
５
年
11
月
28
日
、

元
議
長
の
石
川
勝
議
員
が
議
場

で
追
悼
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
生
前
の
幾
多
の
功
績

を
た
た
え
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。

石い
し

田だ

就し
ゅ
う

平へ
い

議
員

�

逝
去

会
派
の
構
成　
※
会
派
内
の
順
序
は
議
席
番
号
順　
（
11
月
１
日
現
在
）

大
阪
維
新
の
会（
10
人
）

　

後ご

藤と
う

久く

美み

子こ　
　
川か

わ

田た
　
　

尚
ひ
さ
し

　
江え

口ぐ
ち

礼れ
い

四し

郎ろ
う　

　
清し

水み
ず

　

亮り
ょ
う

佑す
け

　
今い

ま

西に
し

　

洋よ
う

治じ　
　
林は

や
し

　
　

恭や
す

広ひ
ろ

　
橋は

し

本も
と

　
　

潤
じ
ゅ
ん　

　
乾い

ぬ
い

　
　
　

詮
さ
と
し

　
高た

か

村む
ら

　

将ま
さ

敏と
し　

　
井い

口ぐ
ち

　

直な
お

美み

日
本
共
産
党（
７
人
）

　
益ま

す

田だ
　

洋よ
う

平へ
い　

　
玉た

ま

井い

美み

樹き

子こ

　
山や

ま

根ね
　

建た
け

人と　
　
村む

ら

口ぐ
ち

久く

美み

子こ

　
竹た

け

村む
ら

　

博ひ
ろ

之ゆ
き　

　
塩し

お

見み

み
ゆ
き

　
柿か

き

原は
ら

　

真ま

生き

公　
明　
党（
５
人
）

　
浜は

ま

川か
わ

　
　

剛
つ
よ
し　

　
井い

の

上う
え

真ま

佐さ

美み

　
野の

田だ
　

泰や
す

弘ひ
ろ　

　
矢や

野の

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う

　
小こ

北き
た

　

一か
ず

美み

自　
民　
党（
４
人
）

　
澤さ

わ

田だ
　

直な
お

己き　
　
白し

ら

石い
し

　
　

透
と
お
る

　
泉い

ず

井い
　

智と
も

弘ひ
ろ　

　
藤ふ

じ

木き
　

栄え
い

亮す
け

吹　
田　
党（
３
人
）

　

石い
し

川か
わ

　
　

勝
ま
さ
る　

　
後ご

藤と
う

　

恭
き
ょ
う

平へ
い

　
有あ

り

澤さ
わ

　

由ゆ

真ま

市
民
と
歩
む
議
員
の
会（
２
人
）

　
梶か

じ

川か
わ

　

文ふ
み

代よ　
　
五い

十そ

川が
わ

有ゆ

香か

参　
政　
党（
２
人
）

　
久く

保ぼ
　

直な
お

子こ　
　
中な

か

西に
し

　

勇ゆ
う

太た

立
憲
民
主
党（
１
人
）

　
西に

し

岡お
か　

友と
も

和か
ず

※�

本
市
議
会
の
議
員
定
数
は
36
人
で
す

が
、
令
和
５
年
10
月
20
日
付
け
で�

坂
口
妙
子
氏
が
議
員
辞
職
し
、
同
年

５
年
10
月
31
日
に
石
田
就
平
氏
が
死

去
さ
れ
た
た
め
、
現
在
の
議
員
の
人

数
は
34
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

賛成者は○、反対者は×、欠席者は欠としています。会派名：市民と歩＝市民と歩む議員の会、立＝立憲民主党

議決結果

大阪維新の会 日本共産党 公明党 自民党 吹田党 市民と歩参政党立

賛
　
成

反
　
対

後
藤
久
美
子

川
田　
　
尚

江
口
礼
四
郎

清
水　
亮
佑

今
西　
洋
治

林　
　
恭
広

橋
本　
　
潤

乾　
　
　
詮

高
村　
将
敏

井
口　
直
美

益
田　
洋
平

玉
井
美
樹
子

山
根　
建
人

村
口
久
美
子

竹
村　
博
之

塩
見
み
ゆ
き

柿
原　
真
生

浜
川　
　
剛

井
上
真
佐
美

野
田　
泰
弘

矢
野
伸
一
郎

小
北　
一
美

坂
口　
妙
子

石
田　
就
平

澤
田　
直
己

白
石　
　
透

泉
井　
智
弘

藤
木　
栄
亮

石
川　
　
勝

後
藤　
恭
平

有
澤　
由
真

梶
川　
文
代

五
十
川
有
香

久
保　
直
子

中
西　
勇
太

西
岡　
友
和

条　　例 議
長
に
つ
き
、
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

議案第83号 原案可決 ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ × ○ ○ 25 9
議案第84号 原案可決 ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ × ○ ○ 25 9

予　　算
議案第91号 原案可決 ○ × ○ ○ 欠 ○ ○ × ○ ○ 25 9

議員提出議案
市会議案第22号 否決 × ○ ○ ○ 欠 × × ○ × ○ 15 19
市会議案第24号 原案可決 ○ × ○ ○ 欠 ○ × × × × 19 15

議
会
運
営
委
員
会
小
協
議
会 

委
員
を
選
任
し
ま
し
た

　
新
た
に
議
会
運
営
委
員
会
小
協

議
会
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。
委

員
と
な
っ
た
議
員
は
、
以
下
の
と

お
り
で
す
。

（
◎
は
委
員
長
、
◯
は
副
委
員
長
）

◎
浜
川　
剛　
　
◯
澤
田　
直
己

　
石
川　
勝　
　
　
山
根　
建
人

　
林　
恭
広

�
（
令
和
５
年
10
月
10
日
現
在
）
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意
見
書
等

決

算

議
決
結
果

定
例
会
の
概
要

代
表
質
問

常
任
委
員
会

議
員
提
出
議
案

質

問

議
決
結
果

議
決
結
果

議
決
結
果



議案審査の詳細な内容等は、本会議録や委員会記録（図書館等での閲覧のほか、市議会ホームページの会議録検索システムか
らでも閲覧可能）をご覧ください。

～意  見  書 ・ 決  議 ～

　13面の特殊詐欺の撲滅に関する決議以外に、次の決議案１件を可決し、いずれも市長に送付しました。
また、意見書案１件を可決し、政府等に送付しました。（意見書・決議の一部を抜粋して掲載しています。）

○「議案第83号　吹田市市税条例の一部を改正する条例の制定について」に対する附帯決議※
　�⑴本制度をマンションの管理不全の予防につながる実効性のあるものとすること。
　�⑵�吹田市マンションの管理の適正化の推進に関する条例に基づく届出制度によりマンションの管理状況

を把握し、特に管理不全の兆候が見られるマンションに対しては、積極的なアウトリーチ型の支援と
して、個別にマンションを訪問し、マンション管理に関するアドバイザーの派遣を提案するなど、そ
れぞれの課題の解決に努めること。

　⑶現在は２年間と限られている本制度の対象期間の延長を、国に要望すること。

○ブラッドパッチ療法に対する適正な診療上の評価等を求める意見書
　�⑴�ブラッドパッチ療法の診療報酬の算定要件の注釈に「本疾患では起立性頭痛を有しない場合がある。」旨

の記載を加えること。
　�⑵�ブラッドパッチ療法の診療報酬において、Ｘ線透視を要件とし、漏出部位を確認しながら治療を行う

ことを可能にするよう、診療報酬上の評価を改定すること。
※決議の種類の一つである「附帯決議」とは、議決した議案に、議会が求める留意事項等の意見を付けるものをいいます。

次回のすいた市議会だより（No.334  決算号）は令和６年（2024年）２月１日発行予定です。

７月定例会閉会後の主な議会活動

議 会 日 誌

開催した会議

8
月

23日 決算常任委員会建設環境分科会

28日 決算常任委員会

9
月

１日 議会運営委員会

５日 議会広報委員会

６日 議会運営委員会

13日 本会議、議会運営委員会

20日 本会議

21日 本会議

22日 本会議、議会運営委員会

25日 本会議、常任委員会（財政総務、文教市民、
健康福祉、予算）

26日 財政総務常任委員会、予算常任委員会分科会
（財政総務、文教市民）

28日 常任委員会（健康福祉、建設環境）、
予算常任委員会分科会（健康福祉、建設環境）

10
月

３日 常任委員会（健康福祉、予算）

５日 議会運営委員会

10日 本会議、決算常任委員会

　市民の皆さんは、市政に対する要望や意見を文書に
して、いつでも市議会に提出することができます。
　請願書（請願を紹介する１名以上の市議会議員の署名
または記名押印が必要）が議会に提出されると、委員会
に付託して慎重に審査します。本会議で最終的に採択
（取り上げるべき）と決定した場合は、市長に送付し、
市長からは次の定例会に請願の処理の経過および結果
が報告されます。
　また、陳情書は、その写しを全議員に速やかに配付
し、内容の周知を図っています。

請願書や陳情書の提出について

書式例

令和 6年 1月１日発行
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